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 令和５年度（２０２３年度）入試に関する募集要項が各国立・私立・専修学校ホームページにて順次

発表されています。推薦選抜、一般選抜等について概要を掲載します。詳しくは各高校ホームページを

ご覧ください。なお、公立高校に関しては１０月末ごろまでには、愛知県教育委員会のホームページに

掲載される予定です。 

＜私立高校・専修学校入試について概要＞ 
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【推薦入試】 ◆入試日→令和５年１月１６日（月）or１７日（火） 

※各学校で多少の違いはありますが、おおよそは次の通りです。 

◆定員の８０％程度を推薦入試で入学させる学校が多い。 

◆一般入試に比べると、学習成績に加えて人物を重視する学校が多い。 

 《推薦条件》（ある私立高校の例） 

  ◇その学校を第一志望としている者（全学校共通） 

  ◇その学校に入って学ぼうとする意志が強く、合格した場合必ず入学する意志をもつ者 

  ◇学業・人物・健康などがその学校の教育に適する者 

◆私立学校では、ほとんどの学校で推薦入試が実施されるが、一部実施しない学校もある。 

◆面接と基礎学力テストなどで合否を決定する学校が多い。（入試の内容は学校によって異なるので、募集要

項等で確認すること） 

◆推薦入試で合格した場合、必ずその学校に入学手続きをして、入学する。 

 

【特色入試】 ◆入試日→令和５年１月１６日（月）or１７日（火） 

※一部の学校で実施されます。実施の有無、出願条件は各学校で違うので、募集要項等を確認。 

◆募集定員→若干名 

◆調査書、作文、面接等で選考 

《出願条件》（ある私立高校の例） 

◇その学校を第一志望としている者。合格後必ず入学する者（全学校共通）。 

◇志望するコースの特色を理解し、学業・スポーツ・文化・芸術などの面で活躍したいという強い意志を有

する者。 

◇本校に入学する学力を有するにもかかわらず、欠席が多い（３０日程度以上）などの理由によって、推薦

選考によらず入学を希望する者。 

◆事前の資格審査が必要な学校もあります（１１月末日締切の学校もあり）。 

◆中学校を通した事前連絡が必要なので、早めに担任に相談する。 

 

【一般入試】 ◆入試日→令和５年１月２０日（金）or２３日（月）or２４日（火） 

◆合格しても入学の義務は無い。ただし、入学金（前納金）を期限までに納入しない場合、合格を取り消され

る。 

◆推薦入試に比べると、学習成績がより重視される。 

◆「試験科目」「出願期間・試験日」などは、学校によって異なる。（試験日が異なる学校を複数受験できる。） 



＜国立高等専門学校入試について概要＞ 

★国立高校を受験する場合は、受験する国立高校が第１希望となります。国立高校合格者は、公立高校

の受検はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜豊田工業高等専門学校＞ 

・昭和３８年創立、豊田市栄生町２－１（名鉄梅坪駅より徒歩１５分、豊田市駅より徒歩２５分） 

・機械工学科、電気・電子システム工学科、情報工学科、環境都市工学科、建築学科（各科定員４０名） 

・５年制で、卒業後は短大卒と同じ「準学士」となります。 

・ほとんどの国公立大学の３年次への編入が可能です。 

・入学検定料：￥16,500、入学金：￥84,600、授業料：月額￥19,550、その他経費：年額￥101,920 

・共同生活を通じて人間形成を助長するための学生寮(定員 625名)がある。1～2年の希望者優先。 

 →年間１０６，７００円の経費と、１ヶ月約２４，０００円の食費が必要です。 

 

《推薦入試》 

◆出願資格 

学業・人物とも優秀で、次の各条件に該当し、中学校長の推薦を得た者 

⑴ 令和５年３月中学校卒業見込みの者 

⑵ 当該学科を志望する動機・理由が明確・適切である者 

⑶ 第３学年の成績が、学年の上位１５％以内の者または生徒会活動、部活動、ボランティア活動、英

語･数学･漢字検定取得、海外生活経験等に優れた実績を有する者 

 ・中学校長の提出した推薦書・調査書等及び面接試験により総合的に判定し、合格内定者を決定する。 

 ・面接試験は、令和５年１月１４日（土）に実施。 

合格内定者発表は令和５年１月２０日（金）１０時。 

 ・推薦による募集人員は、各学科とも入学定員の３０％程度。 

 ・合格者は令和５年１月２７日（金）までに「入学確約書」を提出。（提出しなければ不合格） 

 ・推薦で合格にならなかった場合、あらかじめ願書に「学力検査で受験する」旨を希望しておけば、学

力検査による選抜受験者となることができる。この場合、出願書類の再提出や検定料の再納入は必要

ない。 

 

《一般入試》 

 ・学力検査（理・英・数・国・社）を令和５年２月１２日（日）に実施。 

 ・学力検査と調査書等により総合的に判定。 

 ・合格者発表は令和５年２月１７日（金）１０時。 

・合格者は令和５年２月２４日（金）までに「入学確約書」を提出。（提出しなければ不合格） 

 

《推薦・一般入試合格者》 

・合格者オリエンテーションが令和５年３月１０日（金）に実施される。 

 ・豊田高専に合格した生徒は、他の公立高校を受検することはできません。 



 ＜公立高校入試について概要＞ 

現段階でわかっている情報をお知らせします。詳細は後日発表される「令和５年度 愛知県公立高等

学校入学者選抜実施要項」に掲載されます。同実施要項は、愛知県教育委員会高等学校教育課のホーム

ページにも掲載されます。また、各高等学校のホームページには、推薦選抜要項（すべての高等学校）

と特色選抜要項（実施校のみ）がすでに掲載されています。推薦基準や求める人物像、特色選抜の選考

方法等が掲載されていますので参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※推薦選抜受検者については、保護者と生徒の連名で提出された「推薦願い書」を基に、校内の推薦委

員会で決定します。公立高校の推薦を希望する人は、１２月に配布予定の推薦願い書を提出して下さ

い。 

※公立高校の推薦選抜は 定員に対して希望者が多く、校内で推薦されても合格するとは限りません。 

※推薦選抜で不合格になった場合、一般選抜でそのことが不利になることはありません。 

 

 

 

 

 

 

【推薦選抜】 

◆入試日→令和５年２月６日（月）   合格発表→令和５年２月８日（水）１４時 

◆定員→普通科は定員の１０～１５％程度。専門・総合学科は定員の３０～４５％程度。 

◎出願資格 

⑴普通科・専門学科・総合学科共通 

ア 令和５年３月に中学校を卒業する見込みの者。 

イ 当該学科を志望する意志が強く、動機・理由が明白・適切であること。 

ウ 人物及び学習成績が優れていること。 

⑵専門学科・総合学科 

エ 当該学科に対する適性及び興味・関心を有すること。 

オ 農業・水産業に関しては、将来その職業に就く、もしくはその後継者となる意思を有する者。 

◎合格者の決定 

ア 「推薦書」、「調査書」、及び、面接等の結果を資料として、以下の選抜基準に基づき、総合的に行う。

《一部の専門学科は特別検査も実施。》 

 ㋐人物が優れており、運動、文化、芸術、奉仕活動等の諸活動（特別活動及び総合的な学習の時間におけ

る活動を含む。）のいずれかにおいて優れた能力・適性及び実績等を有する者。 

 ㋑人物が優れており、恵まれない環境を克服し、向学心に富み、生活態度が他の模範となる者。 

 ㋒人物が優れており、調査書の「学習の記録」が優秀で、学習活動において他の模範となる者。 

 ㋓農業または水産に関する学科の志願者は、農業または水産業に関する職業に就く、もしくはその後継者

となる意志を有する者。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一般選抜】   学力検査日：２月２２日（水） 

面接・特別検査実施日：Ａグループ２月２４日（金）・Ｂグループ２月２７日（月） 

合格者発表：３月９日（木）１０時（ＷＥＢは９時３０分に発表） 

 

・２校受検することができる。ただし、２校受検の場合は次のような決まりがある。 

ア ＡグループとＢグループからそれぞれ 1校ずつ選ぶこと。どちらのグループの学校を第１希望にしても

よい。 

イ ２校とも普通科の場合は、２校とも三河群から選ぶこと。（日進、日進西、東郷も含む） 

◎合格者の決定 

・合否の決定は、学力検査（５教科）、調査書、面接（実施する高等学校のみ）、特別検査（実施する高等

学校のみ）、その他必要な書類を資料として判定される。調査書の「学習の記録」（必修教科）の評定得

点（９教科の評定合計を２倍した数値とする。最高９０点。）及び学力検査合計得点（学力検査を実施す

る５教科の得点の合計点とする。最高１１０点。）による分布表を作成し、各高等学校があらかじめ選択

した次のⅠ～Ⅴのいずれかの方式によって得られた数値を基礎資料とする。 

Ⅰ（評定得点）＋（学力検査合計得点） 

Ⅱ｛（評定得点）×1.5｝＋（学力検査合計得点） 

Ⅲ（評定得点）＋｛（学力検査合計得点）×1.5｝ 

Ⅳ｛（評定得点）×２｝＋（学力検査合計得点）×２｝ 

Ⅴ（評定得点）＋｛（学力検査合計得点）×２｝ 

【第２次選抜】→入試日：３月１５日（水）、合格発表：３月１６日（木）１０時 

※ 第２次選抜は一般入試で欠員が生じた学校・学科で実施する。毎年あるとは限らない。 

  募集人員の発表は３月９日（木） 

◎出願資格：愛知県内の国公私立のいずれかの高等学校に令和５年度入学を志願・受検し、いずれの高等学

校にも合格しなかった者（各種専修学校のみの不合格者は資格なし）（入試欠席者も資格なし） 

【特色選抜】 ◆入試日→令和５年２月６日（月）   合格発表→令和５年２月８日（水）１４時 

◆定員→定員の２０％程度。 

※一部の学校で実施される。実施の有無、試験内容は各学校で違うので、各高校ＨＰまたは愛知県教育委員

会ＨＰ参照。推薦選抜との併願はできない。 

◎出願資格 

⑴普通科・専門学科・総合学科共通 

ア 令和５年３月に中学校を卒業する見込みの者。保護者とともに県内在住の者。 

イ 当該学科を志望する意志が強く、動機・理由が明白・適切であること。 

⑵農業、工業、商業、水産、家庭、看護及び福祉に関する学科 

ウ 当該学科に対する教育内容を理解し、その教育内容に関連する明確な進路目標を有すること。 

⑶理数、体育、外国語、国際教養に関する学科、総合学科、コースや特色ある教育課程を有する普通科 

エ 自然科学、人文・社会科学、スポーツなど特定の分野において優れた能力と顕著な実績を有する者。 

⑷地域に根ざし、地域貢献を特色とする高等学校 

オ 当該高等学校で学習する強い意欲と地域社会に貢献する意志を有する者。 

◎合格者の決定 

「調査書」、「志望理由書」、「面接」に加え、「作文または基礎学力検査（国数英）またはプレゼンテーショ

ンまたは特別検査」のうち、各高等学校が定めるいずれか一つの検査結果を資料として、総合的に行う。 


